
                       

 

 

 
 

 
 

 
 

 

家庭教育はすべての教育の出発点であり、父母その他の保護者が子供に対して行う教育です。

子供の豊かな情操、家族を大切にする気持ちや他人に対する思いやり、命を大切にする気持ち、

善悪の判断などの基本的倫理観、社会的なマナーなどを含め、子供の基本的な生活習慣や自立心

の育成、心身の調和のとれた発達を図る上で重要な役割を担うものです。 

※「学校を核とした地域力強化プラン」より抜粋 

千葉県教育委員会では家庭教育の支援について第３期千葉県教育振興基本計画「次世代へ光り

輝く『教育立県ちば』プラン」に位置づけて、すべての家庭の教育力向上とその充実を図るため

千葉県家庭教育推進委員会で、本県の実情に応じた家庭教育支援の方策等を協議し総合的な企画

・立案を行っています。中でも学校教育に関する取組としては、「学校から発信する家庭教育支

援プログラム」の普及啓発や「家庭教育リーフレット」の配付を行っています。※千葉県HPより抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭を取り巻く状況は、日々変化する社会の中で多様化・複雑化してきています。 

また、近年の異常気象に伴う災害や新型ウイルス感染症拡大等々、これまで誰も体験したこと

のない状況を迎えています。学習指導要領には「子どもたちには豊かな創造性を備え持続可能な

社会の創り手となるよう、生きる力を育むことを目指す」と示されています。学校教育の教育効

果をより高めていくためには、家庭の教育力を高めていくことも、手立ての一つであると考えら

れます。「学校から発信する家庭教育支援プログラム」や「家庭教育リーフレット」が学校教育

の一助となれば幸いです。 
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冬の星座が美しい季節となりました。学校では冬休みに向けて準備が進んでいることと思います。 

さて、本号では、「南房総の風（第１０号）」で紹介した生涯学習の中に含まれる３つの教育から

「家庭教育」について、千葉県教育委員会の取組について御紹介します。 

 

「学校から発信する家庭教育支援プログラム」について 
 同プログラムは、市原市教育委員会と協働しその研究成果として開発されたものです。 
「家庭教育リーフレット」について 
 家庭の教育力の向上を支援するため、幼児版、小学生（低学年）版、小学生（高学年）版、
中学生版の４種類のリーフレットがあります。 

詳しい内容は２次元コードから県HPを

御覧ください。 
※同プログラム及びパンフレットはHP
上からダウンロードできます。 



                       

 

 核家族化や地域社会のつながりの希薄化等を背景として、子育ての悩みや不安を抱えたまま保

護者が孤立してしまうなど、家庭教育が困難な現状が指摘されています。 

そこで、千葉県教育委員会では、子育て経験者、PTA、教員OB、民生・児童委員、保健師など

地域人材を活用した「家庭教育支援チーム」により、身近な地域における家庭教育支援活動を推

進しています。※千葉県HPより 

家庭教育支援チームはどんなことをしているの？ 

①保護者への学びの提供 

 親子で参加する様々な取組や講座などの学習機会を提供します。 

②地域の居場所づくり 

 親子の居場所づくりや保護者の交流の場を提供します。 

③アウトリーチ型家庭教育支援 

 「見つける・声をかける・つなげる」アウトリーチ型家庭教育支援により、悩みをもつ家庭の

情報を収集し、学びの場や地域の居場所に引き込み、状況によっては関係機関等につなげます。 

学校や地域、市町村教育委員会などの行政機関や福祉関係機関などと連携しながら、家庭教育や

子育てを応援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南の社教の「ズームイン！南房総」Vol.5 

「もういくつねると お正月～♪」皆さんはお正月と聞くと、どんな遊びを思い浮かべますか？ 

本号では、たこあげやこままわしと共に昔から親しまれてきた、かるた遊びについてズームイン！ 

かるたといえば、「いろはかるた」や「百人一首かるた」が全国的に知られています。遊びはもちろん

競技として大会が開かれるほど人気があります。また、日本各地には、地域の自然や文化、歴史、偉人

等、郷土をテーマとしたかるたづくりが盛んに行われてきました。 

千葉県内においても様々な郷土かるた（ふるさとかるた）と呼ばれるかるたが存在します。県教育委員

会では「房総子どもかるた」や「チーバくん、ふるさと・ことばかるた」等を制作しています。 

「見る」「聞く」「話す」「触れる」といった活動をとおして、幅広い感覚に働きかけるかるた遊びは

皆で一緒に遊ぶのにぴったりだと思います。管内の郷土かるたについて、インターネットで検索できる

範囲で御紹介します。他にもある！違っている！という場合は下記メールアドレス宛てに御連絡くださ

い。この冬は、子どもも大人もみんな一緒に、かるた遊びでズームイン！ 

E-mail nanbou-shidou03@mz.pref.chiba.lg.jp 南の社教宛て 

 

【管内の郷土かるた】 

市原の郷土かるた（市原市）  鯛のまちふるさとかるた（鴨川市） 

ふるさと鴨川かるた（鴨川市） 鎌足ふるさとかるた（木更津市） 

君津ふるさとかるた（君津市） 令和版君津ふるさとかるた（君津市） 

富崎かるた（館山市）     富津ふるさとかるた（富津市） 

新環ふるさとかるた（富津市） わたしたちの安房 郷土かるた（安房） 

鋸南のかるた（鋸南町）    子どもふるさとかるた（旧白浜町） 

三芳子どもかるた（旧三芳村） 

合言葉は「笑顔のシャワー！」 

南の社教の「ズームイン！南房総」

次回もお楽しみに♪ 

令和４年度「児童福祉週間」標語（最優秀作品） 

「見つけたよ 広がる未来とつかむ夢」 

（１５歳 愛知県） 

※厚生労働省HPより 


